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当院でできる検査と費用

思寓綸崩 レ
ントゲン検査 40t以 上 3290同 月～全電日

レントケン機査       920円

肺どん  レ ントゲン検査 40t以 上
 20511円 月～土曜日

十接の検査

大田″ん 便潜血横査  40t以 上 1130円

６
月
か
ら
岡
山
市
の
が
ん
検
診
と
特
定
健

診
が
始
ま
り
ま
し
た
が
み
な
さ
ん
受
け
ら
れ

ま
し
た
か
？
　
岡
山
市
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助
成
し
た
料
金
で

受
け
ら
れ
ま
す
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で
オ
ス
ス
メ
で
す
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に

が
ん
検
診
は
７０
歳
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方
は
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料
で
受
け

ら
れ
ま
す
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だ
し
、

岡
山
市
以
外
の
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当
院
で
は
受
け
ら
れ
ま
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。

お
住
ま
い
の

自
治
体
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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人
の
死
因
第
１
位
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ん
」
で
す
。

昭
和
５６
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降
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き
く
引
き

離
し
て
着
実
に
増
加
し
て
き
て
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り
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現
在
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３０
万
人
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が
ん
で
死
亡
し
て
い
ま

す
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ま
た
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が
ん
の
総
患
者
数
は
、

男
性
約

勢
万
人
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女
性
約
６８
万
人
で
、

総
数
で
は
約

１
５
２
万
人

（平
成
２０
年
）
で
す
。

し
か
し
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。
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出
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(予約胡)尿 検査

吸
う
ハ
イ
リ

ス
ク
の
方
で

も
肺
Ｘ
線
検

査
と
喀
茨
細

胞
診

（痰
を

採
取
す
る
検

査
）
だ
け
で

す
。

痛
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異

常
が
疑
わ
れ
る
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当
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検
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。

健
康
に
は
自
信
が
あ
る
か
ら
関
係
な
い
？

仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
か
ら
ま
た
今
度
？

自
分
の
身
体
を
過
信
し
な
い
で
、

家
族
は
も

ち
ろ
ん
将
来
の
あ
な
た
の
た
め
に
も
が
ん
検

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診

特
定
健
診
と
も
に
実
施

期
間
終
了
直
前
の
１２
月
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
め
の
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。 9再

藤口医師(左から2人 目)と外来スタンフ

生活の積み重ねによつて引き起こされ

る病気で脳卒中や心臓病、メタボリッ

クシンドロームなどが代表例です。

特定健診は当院では予約制になつて

おります。また、岡山市から届く受診

券を必ず持参ください。

特定健診は生活習慣病の発症や宣症

化を予防することを目的として行う健

診です。身体計測 (身長、体重、腹囲

など)や 血液検査、検尿などで生活督

慣病になつている方や、その予備軍の

方を見つけます。生活習慣病は日々の


